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山
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ら
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で
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母
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が
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み
を
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会
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説
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▲等妙寺旧境内、智光院跡から近永の町を望む

　

１
３
２
０
年
に
開
山
さ
れ
た
等
妙
寺
は
、
２
０
２
０
年
の
今
年
、

７
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
題
に
先
立
ち
、
鬼
北
町
が

誇
る
名
刹
、
国
史
跡
・
等
妙
寺
旧
境
内
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

　

等
妙
寺
旧
境
内
は
鬼
北
町
南
西
部
に
そ
び
え
る
鬼
ヶ
城
連
山
の

一
つ
、
郭
公
岳
南
部
中
腹
に
立
地
す
る
中
世
山
岳
寺
院
跡
で
す
。

大
規
模
か
つ
高
度
な
造
成
に
よ
り
、
谷
部
に
面
し
た
緩
斜
面
を
巧

み
に
切
り
開
い
て
お
り
、
二
十
箇
所
余
り
の
平
坦
部
が
雛
壇
状
に

連
続
展
開
す
る
景
観
は
圧
巻
で
す
。

　

こ
の
遺
跡
が
鬼
北
の
地
に
創
建
さ
れ
た
目
的
や
構
造
、
活
動
を

端
的
に
述
べ
る
の
は
中
世
寺
院
の
奥
深
さ
ゆ
え
難
解
で
す
が
、
一

言
で
言
い
表
す
な
ら
ば
「
京
都
法
勝
寺
流
天
台
律
宗
教
団
南
国
唯

一
の
僧
侶
育
成
道
場
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
鎌
倉
時
代
末
か
ら

室
町
時
代
初
め
頃
に
か
け
て
「
天
台
仏
教
の
戒
律
復
興
」
つ
ま
り
、

荒
廃
し
て
い
た
天
台
宗
の
改
革
を
目
的
に
、
京
都
法
勝
寺
流
律
宗

教
団
に
所
属
し
、
各
地
に
四
カ
所
創
建
さ
れ
た
「
四
箇
戒
場
（
戒

壇
）」
の
一
つ
で
あ
り
、
僧
ら
の
戒
律
修
行
の
拠
点
で
し
た
。
伊

予
国
最
大
の
荘
園
で
あ
る
宇
和
荘
を
中
心
に
、
等
妙
寺
の
膝
下
地

と
も
い
う
べ
き
六
奉
行
寺
院
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
末
寺
を
従

え
る
な
ど
、
中
世
を
通
じ
て
隆
盛
を
極
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

等
妙
寺
が
創
建
さ
れ
、
存
続
し
た
中
世
と
い
う
時
代
は
流
行
病

や
気
候
変
動
、
大
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
、
飢
饉
、
戦
と
非
常

に
生
き
づ
ら
い
時
代
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社

会
と
通
ず
る
部
分
が
あ
り
ま
す

が
、
史
実
は
私
た
ち
の
想
像
を

凌
駕
す
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
大
変
な
時

代
背
景
だ
か
ら
こ
そ
、
中
世
等

妙
寺
は
、
鬼
北
に
生
き
た
人
々

の
信
仰
を
広
く
集
め
、
中
世
を

通
じ
て
繁
栄
し
た
の
で
し
ょ
う
。


